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2 . 野 菜類 の稲 わ ら施 用 にっ いて

1.背 景 と特徴

野菜栽培において最近堆廠肥が不足 していることから、畑地における施用について、 48

～ '0年 にわたり夏状キュウリ,夏 釈 トマ ト,4.9～ う0年 にキャベツ,短 棋ニンジジを供

試して秋,春 稲わら施用を行ない、堆肥施用と比較 した結果、堆肥施用と同等の収量が得ら

れたので参考に供 したい。
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2.技 術内容

稲わらを10卸 程度の長さに切断し、石灰Nを 10a当 り100けを施用して深めに敷込む。

稲わらあ劫込みは一般に秋施用が行なわれているが、しかし秋のほ場・作業条件が不可能な

場合は春施用でもよい。

3.普 及上の留意点

1)締 わらが表面に多くでるので、は種rF業は覆土,鎮 圧を丁寧に行ない、特に短根ニンジ

ンは乾燦のとき欠株がでやすいので間引きをおくらせるなどの注意が必要である。

2)稲 わらit施 用では,― タジー耕私満による効込みが可能であるが、2～ 3t施 用では

大型機械による勃込みとする。

4 試 験成1績の概要

1)試 験課題名  野 菜類の稲わら施用

2)試 験年次および場所  昭 4、8～ 5o年 岩手県園芸試験場本場

3)試 験方法

(1)供 試条件

① 秋 稲わら3t(10月 下旬)

② 春  ″  i″ ( 4,月 上旬、)

②
″ ″ 2 ″( ″ ″

)

④
″ ″ 3 ″( ″

″
)

O ″ 堆 肥 4.″( 5 ″  )(漂 )

,煮 内`は施用時期、稲わらを10卸 程度に切断し、石灰N-loo貯 (10a当 り)施用。

像)供 試品種                                     …

① 夏 秋キュウリ  と きゎ北星号

②  ″ トマ ト 強 力 米 寿

③ キ ャベ ツ 早
｀
生 秋 宝

④ 短 棋ニンシン  交 配試交 101号(49),新黒田5寸 (5o)

0)面 積および区制

① 夏 秋キュウリ  l区   8.1が

②  ″  ト マ ト  ″   4う ,
2区制

② キ  ャ ペ ツ   ″    4う ″

④ 翻 ニンジン  '   6 . 0 ″

0 耕 種概要
一身6-             ヽ

Ⅲ……抑Ⅲ旭



は種期,定 植期,主 要成果の具体的データに記載

施肥量 県 耕種基準による

0試 験結果

◎夏秋キュウリ

良果十曲果の収量、48年 は稲わら施用の各区とも堆肥施用区を下回ったが、49年
|  °

 |  : モ

‐
        i   l  1 1

は稲わら施用の各区ども堆肥施用区を上回った。50年は春稲わら't施用区が堆肥施

用区と同等の収量であったが、その他の柄わら施用区はゃや下回る収量をぁった。曲果,

くチ某あ発生本荻iよ年次冴J基志見られるが、稲お基施荒室による大きな差な見られなか

った。          、

以上の結果、稲わら施用は可能であるが、施用量については判然としなかった。稲わ

ら施用および施用量による曲果,く ず果の発生本数は堆肥施用と比較し、大きな差は見

られなかった。

◎夏秋 トマト

3ヶ年間を通じて収量は春稲わら3tお よび秋稲わら't施 用区がまさり、春稲わら

2t施 用区がやや低い収量であった。 1個平均重でも同じ傾向が見られた。障害果 (裂

果,病果,尻 腐果 )は特に48年 は尻腐果が各区に多く見られた。また、49年 に稲わ

ら2t施 用区に後半軟腐病が発生 じ収量は低くなった。
…
以上の結果、年次別収量差はあるが春稲わら3tお よび秋稲わら3t施 用が効果的で。

あった。障害果は年次別発生量の差は見られるが、
111新
わら施用量による差は見られなか

った。                        と

◎キャベツ

2年 間の収量は春稲わらitお よび春稲わら3t施 用区は、堆肥施用区と同等の収量

であったが、その他の締わら施用区は堆肥施用区をやや下回る収量であった。腐敗,不

結球の発生は各区とも見られなかった。

以上の結果、稲わら施用が効果的であるが、しかし稲ゎら施用量による収量差は判然

としなかった。キャギツのように生育期間の短い野業でも稲わら施用量が多くても収量

に影響がないものと思われる。

◎短根ニンジン

49年 の根量は私稲わら3tお よび春稲わらi ti施用区は、堆肥施用区と同等の収量

であったが、その他の稲わら施用区は堆肥施用区を下回る収量であった。 50年 は稲わ

ら施用の各区とも堆肥施用医を下回る収量であった。障害根発生の大きな差は見られな
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かったが、しかし50年 において稲わら施用の各区に欠株が見られたが、施用量による

議はギJ然としなかった。

以上の結果、椰わら施用は効果的であるが、施用量による収量差は判然としないが、

しかし施用量が多くても可能である。なお、は種に当っては樋土,鎮 Eを 丁寧に行なう

とともに土理の適湿条件が必要である。          Ⅲ

勇 主 要成果の具体的データ        、

◎年次別各野菜の生育ステージ
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~第
芝表 取  量 (10株 当り)
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gI キ ャベッ

第 1表  生  育 (10株 平均 )

LV 短 根ニンジン

第 1表  生  育 (20株 平均 )

第 2表  ギ ャペツ(10株 平均 )

項  目

試験区

49年 16月 25日 5 0 年 6 月 2 0 日

突 数限
歳 大

葉数働
最 大

葉長御 葉 的御 薬 長 御 葉 巾卸

①秋稲わら3t

②春 〃  1″

③〃 〃  2″

④″ 〃  3〃

②″堆 月巴4 ″

1 0 1

1 0 6

1 0 0

1 0 4

2 9

1&7

1 ' 7

1 9 1

1 ' 6

1 8 2

101

11,3

101

11,6

1 1 .  I

10o

101

2 6

2 8

1 0 6

1 8 9

1 7 9

1 7 9

1 7 6

1 & 1

1 1 . 0

1 0 ウ

1 0 9

l o  7

1 1 . 0

項 目

試磯区

全 重  外 乗数 球  重

督被g

球径m 腐敗率 不結球 10a当り 収 量比

%  率 % 収 量 峰  %た て 工 こ

①秋  稲

わ ら3 t

4 9年

5 0 / r

2457    14.2  1346

3067    14.9  1791

127  149

1ユ8  1'8

0     0   4486     865

0     0   5969    10上 4

平  均 27620  14.6  156&5 1 ユ3  1 7 4 0     0   5227う    9・生0

②春  稲

わ ら lt

49年

5o″

2790    1ユ 1  1654

3174     1' 0   1845

1ユ2  193

14.1   205

0      0    5519     1063

0     o    6149     10生 5

平 均 298210   14.1   1749う 1ユ7   129 o    0   5831.o  lα L 4

①春  稲

わら2 t

49年

50″

2544     121う    14う7

2967     14.2  1713

129  1&3

1ユ8  129

O     o    4856      9■ 6

0     0    5079     86〕

平  均 275曳 5   1ユ 4  158曳 0 1ユ4  19 1 0     0    4967,    900

④春  稲

わ ら 3 t

49年

う0〃

2792     14.0  1538

3063     14.6   1812

1ユ31  124

1ユ9  199

O     o    5 1 2 6     賞 主8

o     o    6 0 3 9     1 { >及 6

平  均 2927 う   14。3   167曳 0 1ユ6   197 o     0   5582う 、 1007

○春 堆 肥

4 t

49年

50″

2593     1913   15う 6

3134     1易  1   1766

128  188

14.2   198

o     o    5186

0     0   5886

Ｑ

　
０

０

　

０

平 均 286ユ 5   14.2   1661.0 1ユ5   1,3 0     0    55360   100

4 9年 7月 2 5日 504年 9月 5日

草丈御  葉 数働 革丈 あ 1  葉数 働

①欲稲わら3t

②春 ″ 1″

③ ″  〃  2 〃

④″ ″  9〃

②″牲 肥4 〃

2 2 3   4 . 6

2 0 7    4 . 4

2 2 5    4 . 9

1 9 4    4 . 1

2 0 4   4 6

4こ 8     92

4ユ 3     26

469     96

44.2      9 2

44.2      93

… 4 1 -



第 2表  収 .量(103当 り)及 び等級別寄J含

10a逆抄         1  個

S掛工た 収量比 平 均重

収量 聯  %   g

等 級 別 客‖ 合 じ
SS  S  M  ~E   LL
50～  80～  130～  200～  260g
79g 129g 199g  259g 以  上

①秋  稲

らわ ら3 t

49年

50″

平 均

2 5 9 0    1 0 8 4   1 6 1 . 9

2343       7曳 0   187 4

246d5    91.7  174.7

'0   2'0   9勇 0    100    70

0    125  275   10o   125

25   188  31.身    lQ O    &8

稲春②

わら it

49年

50″

平 均

2465    10ユ 1  164.3

2わ 0     8&0  18ユ 3

26慨  5    坊 6  17ユ 8

身0   200  3,9   10_0    '畷 0
“
Z5   1抗 0   300    75    1曳 0

63   175  325    &8   100

③春  師

わ ら2t

4 9年

,0″

平 均

2250      94.1   1406

300う    , 961  2002

2位 7炉     9曳  1  17Q4

200   2Q0  2曳 0   1,0    0

'0   175   1,0   1,0   22う

125   188  200   1'0   11.3

④春  稲

!わら3t

49年

50″

平 均

230o      962  15ユ 3

塊55      91,4  184.2

2577 ,    9ユ 8   1688

。1,0   100  あ 0    ,0    100

曳0    7う    375    1'0    12う

100   88  托 3   100   11.3

0春 堆 月巴

、  4 t

4 9年

50″

平 均

2990     100    1390

3125     100    19勇 3

2わ 7 う   l oo    167 2

1'0   100  300   100    0

0     175   225   あ 0  ・ 1,0

75   1ユ 7   263    175    75

裂根率 岐根率 腐敗後 抽たい率 欠 株率

%   %  %  %   %
o    Q   l 身 o   曳 o  4 0

7 5   2 5   0    2 5  ・ 2 曳0

ユ 7 生 2 7う
~~~下
互7    125

o    0   2 Q  O   曳 O   o

曳o   2 5   0    2 5   1 ' 0

2 5   1 . 2  1 0 o   ュ 7   7 5

100

曳0

00 , 0 曳 0

曳 0 2 5 , 0 7 5

75  2夢   ユ 7  見 o  ユ 7

易 o    勇 0  1曳 10   0     o

125 ・  2‐ 5   00    0     75

& 7 ユ 7 7 5   o    ユ 7

o      0     2'01   lo 0     0

l o  o    易0   9     曳 ‐0 ‐  0

曳o    25~125    75    0
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